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研究の⽬的
本研究の⽬的は，数理モデルを⽴て分析する能⼒の育成を重視する
数学教育への転換のための具体的な⽅法を提⽰することである．
⽬標１．数理モデルを⽴て分析する能⼒の育成にふさわしい教材と，
授業法とは何かを明らかにし開発する．
⽬標２．⾼専の数学教育の中に，数理モデルを⽴て分析する能⼒の
育成を重視する授業を配置した新しいカリキュラムを提⽰する．
⽬標３．教師にとっても学習者にとっても，数理モデルを⽴て分析
する能⼒を評価する最適な⽅法を提⽰する．
⽬標４．教員の教育スキル向上のための授業法ガイドブックを提⽰
し，それを⽤いて，普及のための研究会とセミナーを開催する．



津⼭⾼専 先進科学系のカリキュラムの
仕掛け
２年 チャレンジゼミナール基礎

３年 先進科学系実験実習（数学），前期

３年〜４年前期
全系横断演習（数学ライフ⼊⾨，現在受講⽣２０⼈）

４年後期〜５年 卒業研究



先進科学系実験実習（数学）
・先進科学系３年⽣の科⽬
・前期週３時間，

学習⽬的：数学：基本的なアルゴリズムの理解と，プログラムの結
果に関して数学的に考察する能⼒を育成する。

到達⽬標：
1. 基本的なアルゴリズムを理解する。
2.プログラムの実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，得
られたデータに関する数学的考察ができる。



テーマ スキル習得のための到達⽬標

1 10進BASICで数列の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとに極限に関する数学的考察ができる。

2 10進BASICで正則連分数の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとに連分数の極限に関する数学的考察ができる。

3 10進BASICでルート⼊れ⼦の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとに連分数の極限に関する数学的考察ができる。

4 10進BASICで巡回数の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとに巡回数に関する数学的考察ができる。

5 10進BASICでマルコフ⽅程式の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとにマルコフ数に関する数学的考察ができる。

6 10進BASICでリサジュー図形の研究
実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとにリサジュー図形の２重点の個数に関する数
学的考察ができる。

7 10進BASICで円から作る包絡線の研究 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，それらの
データをもとに包絡線の特徴に関する数学的考察ができる。



テーマ スキル習得のための到達⽬標

8 10進BASICでNewton法 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，近似解を全て求
めることができる。

9 Maximaで⾏列の計算 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，⾏列のn乗に関す
る予測が⾏える。

10 Maximaで微分⽅程式を解く 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，微分⽅程式に関
するある種の予測が⾏える。

11 Maximaでバタフライ曲線の研
究

実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，⼀般バラフライ
曲線の形の特徴を報告できる。

12 Excelでパーティー会費の釣銭
シミュレーション

実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，釣銭シミュレー
ションの結果を報告できる。

13 Excelでフーリエ解析FFT 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，フーリエ解析
（スペクトル解析）の結果を報告できる。

14 Excelで√n  の数値データ解析 実⾏結果が適切な数値であるかどうか判定でき，√n  の数値デー
タ解析結果を報告できる。













卒業研究へ(2022年度） 連成振り⼦の研究



チャレンジゼミナール基礎
（先進科学系２年）

テーマ：DESMOSで細胞のようなものを表現する！！



⼤澤武朗「筋⾁の細胞のようなもの」



墨凌汰「サインカーブの波と中⼼から分裂する細胞」



⼩林藍⾐＆⾼畑侑佳「数種類の細胞が動く」



数学クラブの作品



GeoGebraで再現
主に使⽤したベクトル・⾏列
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松⽥研究室H.P
https://www.tsuyama-ct.ac.jp/matsuda/


